
の
ウ
チ
マ
エ
く
ん
が
町
内
公
共

交
通
の
主
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
予
約
の
集
中
す
る
朝

は
１
週
間
前
か
ら
予
約
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
乗
合
な
の

で
、
迎
え
・
到
着
時
間
の
見
通

し
が
立
た
な
い
な
ど
、
ウ
チ
マ
エ

く
ん
独
自
の
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
井
田
議
員
は
「
こ
こ
３
年
間
の

免
許
返
納
者
の
推
移
は
ど
う
か
。

一
番
利
用
の
多
い
買
い
物
や
通

院
の
た
め
の
バ
ス
を
復
活
す
べ
き

だ
。
せ
め
て
朝
の
時
間
に
も
う

１
台
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
を
増
車

す
べ
き
だ
」と
質
し
ま
し
た
。

　
　
若
林
キ
ラ
キ
ラ
商
工
観
光
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9
月
定
例
会
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
な
ど
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
４
件
の

特
別
会
計
補
正
予
算
と
職
員
の
休
暇
に
関
す
る
条
例
改
正
は
全
て
賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
３
月
議
会
で
、
日
本

共
産
党
の
井
田
義
孝
議
員
は

入
善
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
町
は
、
入
善
駅

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

た
め
、
駅
周
辺
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
本
構
想
を
作
成
す
る
と
表

明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
あ
る
新
聞
が
８
月
に

「
泊
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
が

決
定
、
入
善
、
黒
部
駅
に
も
計

画
中
」と
報
じ
ま
し
た
。

　
９
月
議
会
の
代
表
質
問
で
井

田
議
員
は
「
入
善
駅
へ
の
具
体

的
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
計
画

が
あ
る
の
か
。
３
月
か
ら
何
が

進
展
し
た
の
か
」
と
質
し
ま
し

た
。

　
竹
島
副
町
長
は
「
国
の
補
助

を
受
け
る
た
め
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
、
そ
の

後
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
の
中

長
期
計
画
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
位
置
づ
け
、
と
い
う
手
順
は

変
わ
り
な
い
が
、
６
月
23
日
に

開
催
さ
れ
た
あ
い
の
風
と
や
ま

鉄
道
利
用
促
進
協
議
会
で
、
日

吉
取
締
役
会
長
か
ら
『
多
少
時

間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が

入
善
、
黒
部
、
泊
の
三
駅
と
も

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
方
向
で

進
ん
で
い
る
』
と
の
発
言
が
あ
っ

た
。
町
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本

構
想
の
進
捗
と
合
わ
せ
て
大
き

く
前
進
し
た
も
の
と
捉
え
て
い

る
」と
答
え
ま
し
た
。

 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想 

 

は
今
年
度
中
に
策
定

　
井
田
議
員
は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

構
想
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
」

と
質
問
。

　
竹
島
副
町
長
は
「
高
齢
者
や

障
が
い
者
団
体
等
の
代
表
者
な

ど
で
組
織
す
る
『
入
善
町
バ
リ

ア
フ
リ
ー
推
進
協
議
会
』
を
設

置
し
た
。
今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
委
員
に
よ
る
現
地

点
検
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
協

議
を
重
ね
、
今
年
度
中
に
策
定

す
る
計
画
だ
」と
答
弁
。
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井
田
議
員
は
質
問
の
冒

頭
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ

ま
し
た
。

　
石
破
首
相
が
辞
意
を
表

明
し
ま
し
た
。
石
破
氏
に
辞
任

を
迫
っ
た
の
は
旧
安
倍
派
の
裏

金
疑
惑
の
議
員
た
ち
で
し
た
。

こ
れ
で
は
国
民
不
在
の
自
民
党

内
で
の
勢
力
争
い
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。

　
石
破
政
権
の
あ
と
に
、
よ
り

右
翼
的
な
政
権
が
出
現
す
る

の
を
懸
念
し
て
か
、
石
破
や
め

る
な
デ
モ
が
開
催
さ
れ
た
り
、

選
挙
で
連
敗
し
国
内
政
治
で
も

結
果
が
出
せ
な
い
政
権
に
石
破

辞
め
ろ
デ
モ
が
開
催
さ
れ
た
り

し
ま
し
た
。

　
石
破
政
権
の
あ
と
に
、
自
民

党
内
の
首
の
す
げ
替
え
で
国
民

の
暮
ら
し
が
良
く
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
問
わ
れ
て
い
る
の
は
物
価
高
へ

の
無
策
、
裏
金
疑
惑
へ
の
無
反

省
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
関

税
交
渉
や
大
軍
拡
な
ど
、
大
企

業
と
ア
メ
リ
カ
優
遇
で
国
民
生

活
を
顧
み
な
い
今
の
政
治
の
あ

り
方
そ
の
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　
消
費
税
減
税
や
ガ
ソ
リ
ン
減

税
な
ど
国
民
の
切
実
な
願
い
に

は
背
を
向
け
、
国
民
の
主
食
で

あ
る
コ
メ
の
安
定
供
給
も
か
な

わ
ず
、
現
金
給
付
も
言
葉
だ
け

で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
勢
力
争
い
に
明
け
暮
れ
る
の

で
は
な
く
一
刻
も
早
く
臨
時

国
会
を
開
き
、
国
民
生
活
を
守

る
諸
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
で

す
。

松田俊弘議員 井田義孝議員

入 

善 

駅 

の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

体育館の
エアコン

公共交通

　
一
般
質
問
で
松
田
俊
弘
議
員

は
「
猛
暑
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
り
、
避
難
所
と
し
て
の
環
境

改
善
に
、
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設

置
を
急
ぐ
べ
き
だ
。
政
府
も
新

た
な
交
付
金
制
度
を
設
け
促

し
て
い
る
」と
質
し
ま
し
た
。

　
田
中
教
育
委
員
会
事
務
局

長
は
「
交
付
金
の
補
助
要
件
で

あ
る
断
熱
性
確
保
に
つ
い
て
、

ど
の
く
ら
い
の
断
熱
改
修
が
必

要
か
の
調
査
を
来
年
度
に
実
施

す
る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
空

調
設
備
の
整
備
に
か
か
る
方
向

性
を
検
討
し
て
い
く
」
と
答
え

ま
し
た
。

　
松
田
議
員
は
「
今
年
度
か
ら

で
も
調
査
す
べ
き
だ
。
遅
く
な

れ
ば
多
く
の
自
治
体
と
競
合
す

る
こ
と
に
な
る
」と
質
問
。

　
笹
島
町
長
は
「
断
熱
改
修
に

ど
う
い
っ
た
調
査
を
す
れ
ば
よ

い
か
を
今
年
度
に
筋
道
を
つ
け
、

来
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。

　
当
面
は
ス
ポ
ッ
ト

 

ク
ー
ラ
ー
で
対
応
を

　
松
田
議
員
は
「
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
は
設
置
が
簡
単
で
値
段
も

安
い
。
当
面
は
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
で
対
応
し
て
は
ど
う
か
」

と
質
問
。

　
田
中
事
務
局
長
は
「
空
調
設

備
の
整
備
に
は
一
定
の
時
間
が

必
要
で
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

も
あ
る
程
度
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
。
学
校
と
も
相
談
の
う

え
、
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
」と
答
弁
。

課
長
は
「
免
許
返
納
者
は
令
和

４
年
度
は
１
６
２
人
、
令
和
５

年
度
で
１
１
８
人
、
令
和
６
年

度
が
１
３
８
人
だ
。
か
つ
て
の
ら

ん
マ
イ
・
カ
ー
で
『
バ
ス
停
が
遠

く
て
利
用
し
た
く
て
も
出
来
な

い
』
と
い
う
声
を
受
け
デ
マ
ン
ド

交
通
ウ
チ
マ
エ
く
ん
を
導
入
し

た
経
緯
が
あ
る
。
朝
に
特
に
予

約
が
取
れ
な
い
状
況
で
は
な
い

が
、
予
約
の
不
成
立
を
改
善
す

る
た
め
、
増
車
も
含
め
町
タ
ク

シ
ー
協
会
と
の
協
議
を
継
続
し

て
い
る
」と
答
弁
。

 
 

町
内
の
公
共
交
通
は
、
の
ら

ん
マ
イ
・
カ
ー
舟
見
線
と
新
屋

線
の
ほ
か
は
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

子
ど
も
の
健
康
と
避
難
所
環
境
に
設
置
は
急
務

当
局

来
年
度
に
断
熱
性
を
調
査

望まれる体育館のエアコン

入善駅

町営バス「のらんマイ・カー」

あいの風とやま鉄道
設 置 意 向 を 表 明

買
い
物
や
通
院
の
た
め
の
バ
ス
復
活
で

ウ
チ
マ
エ
く
ん
の
不
便
解
決
を

アラカルト
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第13号　2025年9月25日 入善町議会報告

　
町
の
下
水
道
使
用
料
は
、
一

軒
あ
た
り
2
5
0
8
円
と
い

う
高
い
基
本
料
金
を
徴
収
し

て
い
る
た
め
、
１
人
世
帯
の
使

用
料
が
５
人
世
帯
の
2
・
7
倍

と
不
公
平
な
料
金
体
系
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
松
田
議
員
は
「
１
人
世
帯
、
２

人
世
帯
の
使
用
料
は
県
内
で

最
も
高
い
。
特
に
1
人
世
帯
は

黒
部
市
の
2
倍
だ
。
逆
に
5
人

世
帯
以
上
に
な
る
と
入
善
町

の
方
が
割
安
に
な
る
。
基
本
料

金
は
廃
止
し
、
水
の
使
用
量
に

応
じ
た
料
金
体
系
に
近
づ
け

る
べ
き
だ
」と
質
し
ま
し
た
。

　
国
友
水
道
課
長
は
「
少
人
数

世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
、

多
人
数
世
帯
の
負
担
が
重
く

な
る
と
い
う
こ
と
を
議
会
に
示

し
議
論
し
て
い
た
だ
い
た
。
現

時
点
で
料
金
体
系
の
見
直
し
は

考
え
て
い
な
い
」
と
答
え
ま
し

た
。

　
松
田
議
員
は
「
実
態
は
多
人

数
世
帯
の
割
安
分
を
少
人
数

世
帯
が
負
担
し
て
い
る
。
使
用

料
に
基
本
料
金
を
設
け
て
い
る

の
は
国
内
で
は
ま
れ
で
、
早
急

に
見
直
す
べ
き
だ
」と
質
問
。

　
竹
島
副
町
長
は
「
決
し
て
今

の
料
金
体
系
が
ベ
ス
ト
と
思
っ

て
い
な
い
が
、
（
議
会
の
）
特
別

委
員
会
と
相
談
し
な
が
ら
、
今

回
一
律
20
％
の
引
き
上
げ
と

し
た
」と
答
弁
。

 

負
担
の
大
き
い
高
齢
者
世 

 

帯
に
財
政
的
な
支
援
を

　
松
田
議
員
は
「
１
人
世
帯
、
２

人
世
帯
の
半
数
以
上
が
高
齢

者
の
み
の
世
帯
だ
。
高
齢
者
世

帯
に
財
政
的
支
援
を
行
う
べ

き
だ
」と
質
問
。

　
国
友
課
長
は
「
高
齢
者
世
帯

へ
の
財
政
支
援
は
、
現
時
点
で

は
難
し
い
」と
回
答
し
ま
し
た
。

松田俊弘議員

井田義孝議員

保
育
士
の
増
員
で
負
担
の
軽
減
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
継
続
的
な
養
成
を

不公平な料金体系の見直しを

　
今
年
も
猛
暑
で
コ
メ
の
品

質
や
収
穫
量
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
新
聞
発
表
等
で

は
富
山
県
の
作
況
指
数
は
平

年
並
み
と
の
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
農
家
に
支
払
わ

れ
る
概
算
金
が
大
幅
に
上
が

り
、
新
米
の
値
段
の
高
騰
が

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
井
田
議
員
は
「
当
町
の
コ

メ
の
作
況
は
ど
う
か
。
新
米

の
値
段
の
見
込
み
に
つ
い
て

把
握
し
て
い
る
か
。
流
通
大

手
に
よ
る
買
い
占
め
な
ど
で
、

縁
故
米
な
ど
の
コ
メ
供
給
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
る
。
コ
メ
供
給
の

見
通
し
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
」
と
質
し
ま
し
た
。

　
笹
島
町
長
は
「
県
新
川
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
は
平
年
よ
り
穂

数
が
多
く
籾
数
が
多
い
と
見

込
ま
れ
る
の
で
収
量
も
や
や

多
い
と
予
想
さ
れ
る
と
の
事

だ
。
Ｊ
Ａ
全
農
富
山
で
は
値

段
が
５
㎏
あ
た
り
４
０
０
０

円
を
超
え
な
い
よ
う
概
算
金

を
決
定
し
た
と
の
事
。
供
給

量
も
充
分
あ
る
と
の
事
だ
」

と
答
え
ま
し
た
。

　
お
米
券
の
支
援
策
は
　

　
井
田
議
員
は
「
も
し
高
い

コ
メ
を
並
ん
で
買
う
し
か
な

い
事
態
に
な
っ
た
場
合
、
町

民
に
お
米
券
な
ど
の
支
援
策

を
考
え
て
い
る
か
」
と
質
問
。

　
町
長
は
「
特
定
の
支
援
は

考
え
て
い
な
い
が
、
物
価
高

騰
な
ど
町
民
生
活
の
支
援
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。

　
国
の
保
育
士
配
置
基
準
で
は

保
育
士
1
人
が
受
け
持
つ
子

ど
も
の
数
は
、
４
歳
児
・
５
歳
児

で
25
人
と
先
進
国
の
平
均
の
ほ

ぼ
２
倍
で
、
異
常
な
基
準
だ
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
田
議
員
は
「
保
育
士
か
ら

負
担
が
大
き
い
と
の
訴
え
が
あ

る
。
国
に
配
置
基
準
の
改
善
を

求
め
る
と
同
時
に
、
町
が
保
育

士
を
増
や
す
な
ど
抜
本
的
な

負
担
軽
減
策
を
取
る
べ
き
だ
」

と
質
し
ま
し
た
。

　
野
村
結
婚
子
育
て
応
援
課

長
は
「
町
で
は
、
余
裕
を
持
っ
た

運
営
が
で
き
る
よ
う
、
国
の
配

置
基
準
よ
り
も
充
足
し
た
配

置
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
清
掃

や
保
育
の
補
助
等
を
行
う
保

育
補
助
員
を
配
置
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
多
岐
に
わ
た
る
事
務

の
軽
減
に
、
昨
年
、
保
育
業
務

支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
育
ニ
ー
ズ

は
多
様
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
推
移

を
見
守
り
な
が
ら
、
必
要
に
応

じ
て
的
確
に
判
断
し
て
い
き
た

い
」と
答
え
ま
し
た
。

か
」と
質
問
。
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学
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置

さ
れ
て
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る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
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学
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内
の
特
別
支
援
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育
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係
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調
整
を
行
っ
て
い

る
。
ま
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セ
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タ
ー
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心

に
運
営
す
る
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で
資
質
向

上
を
図
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い
る
。
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践
と
研

修
で
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特
別
支
援
教
育
を
牽

引
で
き
る
人
材
の
育
成
に
つ
な

げ
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。
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え
続
け
る
発
達
障
が
い
な

ど
の
子
ど
も
に
対
応
す
る
た
め
、

町
は
昨
年
か
ら
学
校
と
は
別

に
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に
特
別
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
ま
し
た
。
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と
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ー
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ネ
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タ
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と
の
協
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制

は
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て
い
る
か
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と
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ま
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。
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の
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。
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タ
ー
は
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特
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に
長

け
た
教
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経
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者
だ
が
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後
、
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の
よ
う
に
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て
コ
ー
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ィ

ネ
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タ
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を
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町
の
下
水
道
使
用
料
は
、
一

軒
あ
た
り
2
5
0
8
円
と
い

う
高
い
基
本
料
金
を
徴
収
し

て
い
る
た
め
、
１
人
世
帯
の
使

用
料
が
５
人
世
帯
の
2
・
7
倍

と
不
公
平
な
料
金
体
系
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
松
田
議
員
は
「
１
人
世
帯
、
２

人
世
帯
の
使
用
料
は
県
内
で

最
も
高
い
。
特
に
1
人
世
帯
は

黒
部
市
の
2
倍
だ
。
逆
に
5
人

世
帯
以
上
に
な
る
と
入
善
町

の
方
が
割
安
に
な
る
。
基
本
料

金
は
廃
止
し
、
水
の
使
用
量
に

応
じ
た
料
金
体
系
に
近
づ
け

る
べ
き
だ
」と
質
し
ま
し
た
。

　
国
友
水
道
課
長
は
「
少
人
数

世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
、

多
人
数
世
帯
の
負
担
が
重
く

な
る
と
い
う
こ
と
を
議
会
に
示

し
議
論
し
て
い
た
だ
い
た
。
現

時
点
で
料
金
体
系
の
見
直
し
は

考
え
て
い
な
い
」
と
答
え
ま
し

た
。

　
松
田
議
員
は
「
実
態
は
多
人

数
世
帯
の
割
安
分
を
少
人
数

世
帯
が
負
担
し
て
い
る
。
使
用

料
に
基
本
料
金
を
設
け
て
い
る

の
は
国
内
で
は
ま
れ
で
、
早
急

に
見
直
す
べ
き
だ
」と
質
問
。

　
竹
島
副
町
長
は
「
決
し
て
今

の
料
金
体
系
が
ベ
ス
ト
と
思
っ

て
い
な
い
が
、
（
議
会
の
）
特
別

委
員
会
と
相
談
し
な
が
ら
、
今

回
一
律
20
％
の
引
き
上
げ
と

し
た
」と
答
弁
。

 

負
担
の
大
き
い
高
齢
者
世 

 

帯
に
財
政
的
な
支
援
を

　
松
田
議
員
は
「
１
人
世
帯
、
２

人
世
帯
の
半
数
以
上
が
高
齢

者
の
み
の
世
帯
だ
。
高
齢
者
世

帯
に
財
政
的
支
援
を
行
う
べ

き
だ
」と
質
問
。

　
国
友
課
長
は
「
高
齢
者
世
帯

へ
の
財
政
支
援
は
、
現
時
点
で

は
難
し
い
」と
回
答
し
ま
し
た
。

松田俊弘議員

井田義孝議員

保
育
士
の
増
員
で
負
担
の
軽
減
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
継
続
的
な
養
成
を

不公平な料金体系の見直しを

　
今
年
も
猛
暑
で
コ
メ
の
品

質
や
収
穫
量
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
新
聞
発
表
等
で

は
富
山
県
の
作
況
指
数
は
平

年
並
み
と
の
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
農
家
に
支
払
わ

れ
る
概
算
金
が
大
幅
に
上
が

り
、
新
米
の
値
段
の
高
騰
が

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
井
田
議
員
は
「
当
町
の
コ

メ
の
作
況
は
ど
う
か
。
新
米

の
値
段
の
見
込
み
に
つ
い
て

把
握
し
て
い
る
か
。
流
通
大

手
に
よ
る
買
い
占
め
な
ど
で
、

縁
故
米
な
ど
の
コ
メ
供
給
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
る
。
コ
メ
供
給
の

見
通
し
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
」
と
質
し
ま
し
た
。

　
笹
島
町
長
は
「
県
新
川
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
は
平
年
よ
り
穂

数
が
多
く
籾
数
が
多
い
と
見

込
ま
れ
る
の
で
収
量
も
や
や

多
い
と
予
想
さ
れ
る
と
の
事

だ
。
Ｊ
Ａ
全
農
富
山
で
は
値

段
が
５
㎏
あ
た
り
４
０
０
０

円
を
超
え
な
い
よ
う
概
算
金

を
決
定
し
た
と
の
事
。
供
給

量
も
充
分
あ
る
と
の
事
だ
」

と
答
え
ま
し
た
。

　
お
米
券
の
支
援
策
は
　

　
井
田
議
員
は
「
も
し
高
い

コ
メ
を
並
ん
で
買
う
し
か
な

い
事
態
に
な
っ
た
場
合
、
町

民
に
お
米
券
な
ど
の
支
援
策

を
考
え
て
い
る
か
」
と
質
問
。

　
町
長
は
「
特
定
の
支
援
は

考
え
て
い
な
い
が
、
物
価
高

騰
な
ど
町
民
生
活
の
支
援
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。

　
国
の
保
育
士
配
置
基
準
で
は

保
育
士
1
人
が
受
け
持
つ
子

ど
も
の
数
は
、
４
歳
児
・
５
歳
児
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25
人
と
先
進
国
の
平
均
の
ほ

ぼ
２
倍
で
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異
常
な
基
準
だ
と
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摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
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育
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を
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町
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育
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増
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抜
本
的
な

負
担
軽
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策
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取
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べ
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だ
」

と
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し
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結
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応
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「
町
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は
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持
っ
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運
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が
で
き
る
よ
う
、
国
の
配

置
基
準
よ
り
も
充
足
し
た
配

置
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
清
掃

や
保
育
の
補
助
等
を
行
う
保

育
補
助
員
を
配
置
し
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い
る
。
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岐
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